
　徳島県労働者福祉協議会では、2014年度から徳島県委託事業として、「定住外国人の就労・社会参加
支援事業」を実施してきました。受託当初は、職場で通用するレベルの日本語講座や自動車運転免許取得
支援講座等、日本語学習支援を柱とした事業でしたが、在住外国人の増加とともに、2019年度に「外国
人労働相談サポート事業」が、また、2020年度に「外国人雇用に関するセミナー」や外国人対象合同就
職説明会「グローバルキャリアフェア」等を実施する「働くなら徳島で！外国人就労支援事業」が追加
されました。2022 年度からは、これらを統合した「とくしま外国人雇用促進事業」として拡充されました。
さらに2024年度には、雇用のミスマッチを防ぐこともねらいとした「職場体験」も導入され、相談から
就職・キャリアアップ・定着までの包括的な事業化が実現しました。
　受託当初の2014年6月末の県内在留外国人数は4,961人で、同時期の県人口764,683人の0.65％を占め、
154人にひとりが外国人という状況でした。出入国在留管理庁が3月14日に発表した最新の統計によると、
2024 年 12 月末の本県の在留外国人数は 8,907人で、同時期の県人口 683,510人に占める割合は 1.3％と
過去最高となり、77 人に 1人が外国人という状況を迎えました。
　当初は、日本語講座や資格取得講座を修了してから就職する傾向にありましたが、現在は、様々な職種・
在留資格で働く外国人が増加しており、当協議会が実施する「外国人労働相談」や「グローバルキャリ
アフェア」、「職場体験」も多くの方に就職・転職の経路として活用いただいています。
　特に「外国人労働相談」は、2023年度の80件から 2024年度は 252 件と3倍以上増加し、相談内容も
就職や転職をはじめ、就業中の怪我やハラスメントによる労災申請、在留資格変更、資格取得、日本語
学習等、多岐にわたっています。外国人雇用を検討している経営者からの相談も増えてきました。このよ
うな相談に弁護士や行政書士、労働局や労働組合等、専門家や専門機関につないで解決に向けて伴走支
援を行っています。
　そして、2025年度には、外国人の雇用・定着に向けた包括的な支援を行う「とくしま外国人雇用トー
タルサポート事業」が実施されることになりました。本事業では、週 2 回であった「外国人労働相談」
窓口の常設化をはじめ、「グローバルキャリアフェア」に加えて業種ごとの「オンライン就職面接会」
の開催、ビジネス日本語講座に労働法規や税金、社会保障制度等を組み込んだ総合的な「就労支援講座」
の開催等、これまでの取組みがそれぞれ拡充されることになりました。
　本事業受託を契機に、2021年度に開設した「在住外国人就労支援室」を、「在住外国人サポート事業部」
と改組し体制強化をはかるとともに、11年間の事業運営をとおして構築した官民協働の就労・定着支援
ネットワークを生かした事業運営に努め、「外国人に選ばれる徳島」の実現に向けた取組みを充実させ
てまいります。
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と　く　し　ま　労　福　協

　2024年11月１日（金）、第32回となる労働者福
祉メーデー（労働者福祉合同研修会）が労働
福祉会館にて開催され、労働組合、労働者福
祉事業団体などから36名の方が出席しました。
　今年度は参加者の利便などを考慮して運営
方法の見直しを行い、同日開催の「県民と働く
者のとくしまフェスタ2024開会式典」に引き続い
て労働者福祉メーデーを開催することとしました。
　冒頭、県民と働く者のとくしまフェスタ2024実
行委員会の森本実行委員長より、「『県民と働く
者のとくしまフェスタ』は、勤労者の余暇推進を目
的に長年取り組んできた労福協の基幹事業の
一つであります。その中で労働者福祉メーデー
は労働者の祭典として実施し、今回で第32回を
数えることとなりました。これまで格差と貧困の問
題や働き方改革、女性の人権、SDGsなど、多岐
にわたるテーマで開催してきました。今回は高等
教育費とりわけ奨学金返済の問題について、中央
労福協の南部美智代事務局長にご講演をお願
いしているところであります」と挨拶がありました。
　次に、労福協の梶本一夫専務理事より2025
年度労働者福祉に関する重点課題について報
告がありました。その中で、「生活困窮者自立支
援制度の拡充・体制整備」と、「給付型奨学金
制度の導入・拡充そして教育費負担の軽減」
「労働者自主福祉事業の一層の推進」につい
ての３点を重点課題として据えました。引き続き、
梶本専務理事が『メーデー宣言（案）』を読み上

げ、一同拍手をもって採択されました。
　さて基調講演は、学費の高騰などから近年社
会問題となっており、労福協の政策制度要求の
一つにも掲げられている教育費をテーマとして、
「高等教育費、奨学金返済の負担軽減のため
に私たちにできること！」と題して、労働者福祉中
央協議会の南部事務局長に約１時間のご講演
をして頂きました。
　講演では、まず労福協の歩みと様々な制度要
求について振り返り、それに重ね合わせるように
公的奨学金制度の歴史を解説されました。

　「奨学金制度改善・教育費負担軽減」運動は
2015年からスタートし、コロナ禍での活動を経て、
現在は第３期目であることや、授業料の高騰と
奨学金返済の負担などの実態を明らかにされま
した。
 最後に、社会経済における協同組合の役割と
期待、ＳＤＧｓ、そして労福協2030ビジョンに言及
され、講演を締めくくりました。

第32回労働者福祉メーデー（労働者福祉合同研修会）

労　福　協

（２）2025年4月

外国人労働相談
( 徳島県委託事業 )

来所、TEL、オンラインで相談できます。

【相談場所】
徳島県労働者福祉協議会
( 徳島市昭和町３丁目 35-1 労働福祉会館内 )

【フリーダイヤル】

　TEL  0120-258387
【実施日時】毎 週  月～金曜日 13:00～17:00
                              　　※祝日、お盆、年末年始は除く

【相談料】

無  料



と　く　し　ま　労　福　協 2025年4月（３）

連　　合

連合徳島 親子スプリングキャンプ
県民と働く者のとくしまフェスタ2024「2025Syunto ふれあいファミリーデー」

　連合徳島は、2025 年 3月22（土）、23日（日）

の２日間、海陽町の「まぜのおかオートキャンプ

場」にて、県民と働く者の徳島フェスタ 2024と

して 2025 Syunto ふれあいファミリーデー連合

徳島親子スプリングキャンプを開催し、連合徳島

各構成組織組合員およびその家族や友人計 68

人が参加し、交流を深めるとともに自然の大切

さを学習しました。

　まず、11時から連合徳島３地協合同防災植樹

に参加し、キャンプ参加者及び植樹参加者合わ

せて約100人で 200本の黒松を塩害被害のあ

った大里松原海岸に植樹を行いました。

　植樹を終えてキャンプの参加者はまぜのおか

オートキャンプ場へ移動をし、昼食を取りました。

　午後からはあらためて連合徳島親子スプリン

グキャンプの開会式を行い、主催者を代表して

連合徳島・島会長から挨拶があり、キャンプ中

の注意事項やスケジュールの説明を行いました。

　昼のイベント① 「お話し」では、大里集落の

斎藤さんから午前中植樹をした場所である「大

里松原の歴史」について、「大里海岸は、大昔よ

り大津波と侵食の繰り返しにより出来た海岸で、

昔から地域の生活と命を守ってくれた大切な松

原でしたが、松くい虫の被害と台風による高波

の影響で、多くの松林が枯れてしまいました。蘇

生するために連合徳島さんにも協力をいただき

ながら一生懸命植樹に取り組んでいます。」と説

明がありました。 また、昨年上陸したウミガメが

卵を産んだが、残念ながら孵化することはなく

今後に期待していることも併せて報告がありま

した。

　昼のイベント②

「木工教室」では、

まず全員で記念撮

影を行い、大里集

落の皆さんの指導

のもと、親子で協

力して竹にドリル

で様々な模様の穴

をあけて竹灯籠を

完成させました。夕食はバーベキューをし、参加

者と大里集落の皆さんも一緒に盛り上がりまし

た。バーベキューの合間で各家族に必ず当たる

大人向けの景品の

抽選会と、子どもた

ちはバケツにお菓子

の詰め放題を行い、

こちらも盛大に盛り

上がりました。

　２日目は朝食をとり、各自コテージの片付けを

済ませ、親子スプリングキャンプを終えました。

　タイトなスケジュールではありましたが、大里

集落の皆さんや多くの関係者にご協力をいただ

いたことに感謝します。



と　く　し　ま　労　福　協

　四国労働金庫は社会貢献活動の一環として、「女性が健康で長く働くことができる社会
づくり」に貢献するために、乳がんの早期発見・早期診断・早期治療の大切さを伝える
「ピンクリボン運動」への支援に取り組んでいます。
　具体的には、四国ろうきんATMでの支払取引数およびろうきんアプリ契約者に応じ
て、１取引（契約）あたり１円を四国ろうきんが拠出し、
四国地区内の「ピンクリボン運動」を実施している「公益
財団法人日本対がん協会」のグループ組織に寄付します。
　2024年度の取組期間（2024年２月～2024年１月）におけ
る寄付金額は 683,144円となりました。
　なお、2025年度も引き続き取り組みます。

（４）　2025 年４月

全 労 済ろ う き ん

寄付金額　合計　６８３，１４４円　
（2012年度からの累計金額　１１，４１８，９３０円）

地　区　　 寄付金額 寄　　付　　先 所在地

徳　島 　 116,772円
公益財団法人 
とくしま未来健康づくり機構

徳島市
蔵本町

ピンクリボン かがわ県協議会

ピンクリボン えひめ協議会

公益財団法人 高知県総合保健協会
高知市
桟橋通

松山市
味酒町

高松市
郷東町

高　知     242,957 円

愛　媛 　 179,118円

香　川 　 144,297円

□寄付先および寄付金額

四国労働金庫四国労働金庫『ピンクリボン運動』四国労働金庫『ピンクリボン運動』



と　く　し　ま　労　福　協 2025年4月（５）　

こくみん共済 coop



と　く　し　ま　労　福　協（６）2025年4月

勤労者福祉ネットワーク

◆あわ～ず徳島ゲーム大会
　2025 年１月 19 日（日）、あわ～ず徳島初のゲーム
大会には、多くの会員とそのご家族が参加しました。
 大会のゲームタイトルに加え、体験ブースも用意
し、子どもたちに大好評でした。会場では大きなス
クリーンでゲーム画面を観戦でき、YouTubeでは
実況解説付きの生配信も行いました。
 しかし、大会開始直後にインターネット回線のト
ラブルが発生し、進行が大幅に遅れてしまいました。
また、オンラインでの参加ができないなど、参加者
の皆様には多大なご迷惑をおかけしました。
　大会終了後に実施したアンケートでは厳しいご意
見をいただきましたが、多くの方から「次回も参加
したい」との声を頂戴しました。今回の経験を活か
し、第２回の開催に向けて準備を進めています。

◆三好長慶公武者行列in大東
　2025 年３月１日（土）、毎年大阪府大東市で行われ
る 「三好長慶公武者行列 in 大東」に、今年も「徳島県
勤労者福祉ネットワーク隊」として、徳島から総勢
23 名で参加しました。
　当日の武者行列参加者は400名にのぼり、各々が
手作りの甲冑や陣羽織などの時代衣装を身にまとい
ました。参加した20隊は、それぞれ個性的なパ
フォーマンスとかちどきを披露しながら舞台上で出
発式を行い、長慶が天下人として活躍した飯盛城の
麓の城下町を1 時間半かけて練り歩きました。
　沿道では多くの方が旗を振り、声援を送ってくだ
さいました。戦国時代に徳島で生まれた三好長慶公
が活躍した飯盛城に思いを馳せながら、非日常を楽
しめる素晴らしい１日となりました。

子どもたちに大人気の体験ブース

出陣式でかちどきを上げる徳島県勤労者福祉ネットワーク隊

出陣前に記念撮影

大きなスクリーンで迫力の大会！



と　く　し　ま　労　福　協

地域ライフサポートセンターの活動

2025年4月（７）

徳島中央ライフサポートセンター

キウイ収穫体験祭り
と　　き 　2024年11月9日（土）10時から12時
と こ ろ　 佐那河内果樹オーナー園
主　　催　 県民と働く者のとくしまフェスタ
　　　　　 実行委員会
　　　　　 徳島中央ライフサポートセンター
協　　賛　 （公社）徳島県労働者福祉協議会、
　　　　 　四国労働金庫徳島営業本部
参 加 費　 一人 ５００円
参加人数　 １３８名（スタッフを含む）

　「県民と働く者のとくしまフェスタ2024」の一
環として、県民の方々が家族やグループで楽し

める「キウイ収穫体験祭り」を実施しました。9

月24日（火）から10月11日（金）まで徳島中央

ライフサポートセンターのホームページや構成

組織からの広報を実施し、メールやファックス

で参加者の募集を行った結果、募集人員 50 グ

ループ 150 名のところ155 グループと多数の応

募がありました。

　11月9日（土）
の当日は、素晴
らしい秋晴れに
恵まれ、スタッフ
を含め 138 名と
多くの方に参加

をいただきました。
　小さな子どもたちも一生懸命キウイを収穫

し、籠が一杯になると神社に持ち帰り、ビニー

ル袋にキウイをどんどん詰めます。今年は、持ち

帰りのキウイをひとり 25 個としましたが、昨年

より実が大ぶりだったので、ほとんどの方が袋

いっぱいに詰めることができました。

　当日、収穫したキウイは硬くて食べられない

ので、果樹オーナー園の方が用意していただい

た、試食用のキウイを美味しくいただきました。

　なお、事務局が収穫したキウイは 11月18日

（月）に、シングルマザーを支援する「女性グル

ープ・すいーぷ」と子どもへのあらゆる暴力を

なくすための活動を行う「CAPとくしま」に寄

付させていただきました。

徳島西部ライフサポートセンター

～地域貢献事業（スポーツ少年団支援）～

　徳島西部ライフサポートセンターでは、地域貢
献事業として、スポーツ少年団支援を行っていま
す。活動を通じて「徳島西部ライフサポートセン
ター」の名前を知っていただく機会も増えました。
①第38回徳島県西部小学生バレーボール
　連盟春季大会（5/19）
②第19回東みよし町スポーツ少年団
　サッカー大会（10/5～6）
③第29回ＰＨＣ杯少年サッカー大会（2/11）
④第8回阿波池田ライオンズクラブ旗争奪
　学童軟式野球大会（3/1）
　どの大会においても、子どもたちの熱のこもっ
た戦いが展開されました。交付した協賛金は、ト
ロフィーやメダルに使われています。

　今後も地域の皆様との繋がりを大切にし、そし
て少しでも子どもたちの力になれるよう、支援を
続けてまいります。

徳島南部ライフサポートセンター

2024年度自動車運転免許取得講座　閉講式

　2025年2月8日（土）、7月から7ヶ月間30回に

亘る、自動車運転免許取得特別講座の最終日

を迎えることが出来ました。

　講座に先立ち閉講式が行われ、労福協森本

会長から、「去年の夏か

ら30回、熱心に受講され

た受講生の皆さんご苦労

様でした。そして何より寶

先生ご指導ありがとうご

ざいました。心から御礼

申し上げます。徳島は免許があれば活動範囲

が広がります、是非取得していただきたい。今

回の講座が終わっても道路標識に関心を持ち

意味を確認して覚えてください。そして、正しい

知識を身につけてください。皆さんの今後に輝

かしい未来が待っていることを祈念申し上げま

す。」と、閉講に際してのエールが送られました。

　講師の寶先生からは、「道

路には、信号機の数以上に

道路標識がたくさんあります。

道路標識が分からないと安

全な運転は出来ません。習っ

たことをもう一度見返して、

標識を自分のものにしてくだ

さい。わからないことがあればいつでも連絡し

て来てください。」と、免許取得に向けて温かい

お言葉をいただきました。

　受講生からは、「長期に亘りご指導ありがと

うございました。初めのうちは、分からないこと

ばかりでしたが、受講回数を重ねるごとに少し

ずつ理解できるようになりました。今日で最後

の受講になりますが、今後は家でも勉強して早

く免許が取れるように頑張ります。また、免許を

取ってからも安全を心掛け運転したいと思いま

す。」と受講の感想や、お礼の言葉が述べられ

ました。

　和やかな雰囲気の中で、記念撮影を行い式

典が終了しました。

　皆さん、自動車学校への挑戦、自信を持って

頑張ってください。引き続き南部ライフサポート

センターは、皆さんの努力が報われますよう、

色 な々サポートを続けてまいります。



徳島中央ライフサポートセンター

キウイ収穫体験祭り
と　　き 　2024年11月9日（土）10時から12時
と こ ろ　 佐那河内果樹オーナー園
主　　催　 県民と働く者のとくしまフェスタ
　　　　　 実行委員会
　　　　　 徳島中央ライフサポートセンター
協　　賛　 （公社）徳島県労働者福祉協議会、
　　　　 　四国労働金庫徳島営業本部
参 加 費　 一人 ５００円
参加人数　 １３８名（スタッフを含む）

　「県民と働く者のとくしまフェスタ2024」の一
環として、県民の方々が家族やグループで楽し

める「キウイ収穫体験祭り」を実施しました。9

月24日（火）から10月11日（金）まで徳島中央

ライフサポートセンターのホームページや構成

組織からの広報を実施し、メールやファックス

で参加者の募集を行った結果、募集人員 50 グ

ループ 150 名のところ155 グループと多数の応

募がありました。

　11月9日（土）
の当日は、素晴
らしい秋晴れに
恵まれ、スタッフ
を含め 138 名と
多くの方に参加

をいただきました。
　小さな子どもたちも一生懸命キウイを収穫

し、籠が一杯になると神社に持ち帰り、ビニー

ル袋にキウイをどんどん詰めます。今年は、持ち

帰りのキウイをひとり 25 個としましたが、昨年

より実が大ぶりだったので、ほとんどの方が袋

いっぱいに詰ることができました。

　当日、収穫したキウイは硬くて食べられない

ので、果樹オーナー園の方が用意していただい

た、試食用のキウイを美味しくいただきました。

　なお、事務局が収穫したキウイは 11月18日

（月）に、シングルマザーを支援する「女性グル

ープ・すいーぷ」と子どもへのあらゆる暴力を

なくすための活動を行う「CAPとくしま」に寄

付させていただきました。

徳島西部ライフサポートセンター

～地域貢献事業（スポーツ少年団支援）～

　徳島西部ライフサポートセンターでは、地域貢
献事業として、スポーツ少年団支援を行っていま
す。活動を通じて「徳島西部ライフサポートセン
ター」の名前を知っていただく機会も増えました。
①第38回徳島県西部小学生バレーボール
　連盟春季大会（5/19）
②第19回東みよし町スポーツ少年団
　サッカー大会（10/5～6）
③第29回ＰＨＣ杯少年サッカー大会（2/11）
④第8回阿波池田ライオンズクラブ旗争奪
　学童軟式野球大会（3/1）
　どの大会においても、子どもたちの熱のこもっ
た戦いが展開されました。交付した協賛金は、ト
ロフィーやメダルに使われています。
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　今後も地域の皆様との繋がりを大切にし、そし
て少しでも子どもたちの力になれるよう、支援を
続けてまいります。

徳島南部ライフサポートセンター

2024年度自動車運転免許取得講座　閉講式

　2025年2月8日（土）、7月から7ヶ月間30回に

亘る、自動車運転免許取得特別講座の最終日

を迎えることが出来ました。

　講座に先立ち閉講式が行われ、労福協森本

会長から、「去年の夏か

ら30回、熱心に受講され

た受講生の皆さんご苦労

様でした。そして何より寶

先生ご指導ありがとうご

ざいました。心から御礼

申し上げます。徳島は免許があれば活動範囲

が広がります、是非取得していただきたい。今

回の講座が終わっても道路標識に関心を持ち

意味を確認して覚えてください。そして、正しい

知識を身につけてください。皆さんの今後に輝

かしい未来が待っていることを祈念申し上げま

す。」と、閉講に際してのエールが送られました。

　講師の寶先生からは、「道

路には、信号機の数以上に

道路標識がたくさんあります。

道路標識が分からないと安

全な運転は出来ません。習っ

たことをもう一度見返して、

標識を自分のものにしてくだ

さい。わからないことがあればいつでも連絡し

て来てください。」と、免許取得に向けて温かい

お言葉をいただきました。

　受講生からは、「長期に亘りご指導ありがと

うございました。初めのうちは、分からないこと

ばかりでしたが、受講回数を重ねるごとに少し

ずつ理解できるようになりました。今日で最後

の受講になりますが、今後は家でも勉強して早

く免許が取れるように頑張ります。また、免許を

取ってからも安全を心掛け運転したいと思いま

す。」と受講の感想や、お礼の言葉が述べられ

ました。

　和やかな雰囲気の中で、記念撮影を行い式

典が終了しました。

　皆さん、自動車学校への挑戦、自信を持って

頑張ってください。引き続き南部ライフサポート

センターは、皆さんの努力が報われますよう、

色 な々サポートを続けてまいります。

たから

ネットでのトラブル、職場でのハラスメントなど多くの相談が寄せられ
ています。一人で悩まないでお気軽にご相談ください。プライバシーは
守られます。

仕事や家庭、暮らしの悩みは
　　　ありませんか？
仕事や家庭、暮らしの悩みは
　　　ありませんか？

〒770-0942  
徳島市昭和町3丁目35-1　徳島県労働福祉会館5Ｆ
電話 088-623-4105  FAX：088-678-4177
E-mail chuou-lifeh@utopia.ocn.ne.jp

■徳島中央ライフサポートセンター

〒778-0002  
徳島県三好市池田町マチ2212-2
電話 0883-72-8611  FAX：0883-72-8622
E-mail seibu-life@wish.ocn.ne.jp

■徳島西部ライフサポートセンター

〒774-0030 
徳島県阿南市富岡町玉塚21 里見ビル1F
電話 0884-24-9501  FAX：0884-24-9503
E-mail nanbu-life@vanilla.ocn.ne.jp

■徳島南部ライフサポートセンター

＊どんな相談でも専門のアドバイザーが
　無料でお答えします。
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フードバンクとくしま

　去る 1月 28 日（火）、徳島市内において、四

国 4 県フードバンク物流会議及び一般社団

法人　四国フードバンク連絡協議会設立総会

が開催されました。

　四国4県フードバンク物流会議は、22年度

より、大規模災害等の発災時にフードバンク

の役割を検討すると共に、各県で活動してい

るフードバンク間の連携を図る趣旨で、学習

と交流を続けてきました。

　今年度は、昨年の夏に続いて二回目の会議

として、四国４県から、オンラインを含めて

フードバンク事業を行う９団体と全国組織の

２団体が参加し、①トレーラーハウスの活用

によるフードバンク事業の可能性、②官民連

携による能登半島地震への対応と被災者支援

の取り組み、③一般社団法人四国フードバン

ク連絡協議会設立総会などを主題として開催

されました。

　会議では、まず始めに、トレーラーハウス

のメーカーからトレーラーハウスの活用につ

いてその機能などの説明を受け、意見交換を

しました。

　二つ目には、昨年一月の能登半島地震の際

に、二日目から救援に入った先遣隊の報告を

受け、被災者支援の初動対応や課題について

報告を受け、情報共有や、地域事情による救

援活動などの課題が明らかにされ、フードバ

ンク事業についても息の長い活動が求められ

ると提起されました。

　三つ目は、四国4県のフードバンク事業を

行う団体間の今後の情報交換や事業の連携を

図るための組織として、「一般社団法人四国

フードバンク連絡協議会」の設立総会が開催

されました。

　「連絡協議会」は、フードバンク間の情報

交換や連携のみならず、大規模災害の際の中

核としての機能や規模の大きな食材提供の際

の中核としての機能を持つと共に、各種のフ

ードバンク機能強化に向けた研修会や新規の

フードバンク立ち上げの支援等をおこなうこ

とも確認されました。

　会長には、歴史のある高知県のフードバン

クである「高知あいあいねっと」代表の青木

美紀氏とし、事務局長は「フードバンクとく

しま」の川上事務局長が担い、事務局を「フ

ードバンクとくしま」が担当することとなり

ました。

　このようなエリアを対象とする連携組織

は、東北に次いで全国で二番目となります。

　今後、「連絡協議会」の事業拡大や機能強

化がとりもなおさず四国各県のフードバンク

の機能や事業拡大に繋がるものとして、大い

に期待されますので、改めて関係各位のご協

力とご支援をお願いします。

四国内のフードバンク事業団体の連携強化に向けて

 一般社団法人　四国フードバンク連絡協議会の設立

２
月
１
日
（
土
）　

徳
島
新
聞 

掲
載
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徳島市昭和町 3 丁 目 3 5 - 1         　 ☎  ( 0 8 8 )  6 2 3 - 1 1 1 1
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徳島ローンセンター
德島市中島田町 1 丁目 11 - 1
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徳島北ローンセンター
板野都北島町中村字東開 10 - 5
☎（088）698 - 1 1 1 2

徳 島 支 店
池 田 支 店
德 島 北 支 店
阿 南 支 店
鴨 島 支 店
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